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       南病棟チームカンファレンス記録

平成18年　6月　7日　（水）

司会者　中野　円香　　　　　　記録者　松川　大輔　
	阿部
	西山
	上野
	小向
	松沢
	本川　　
	濱谷
	松川
	清川
	玉木
	中野
	

	　
	
	
	
	　　
	　
	　
	
	　
	　　
	　　
	

	　○
	深夜
	　公休
	○
	準夜
	　公休
	準夜
	○
	　　○　
	公休
	○

	小杉
	浦田
	佐々木
	山地
	赤坂
	　板橋
	及川
	荒木田
	鈴木
	漆舘
	川上
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　　
	　
	　
	　
	　

	深夜
	公休
	○
	○
	CD留守
	研修
	○
	深夜
	幸房
	洗濯場
	○

	神代
	仲村
	上口
	諏訪
	森崎
	福士
	前田
	相間野
	苫米地
	番地
	西山
	

	A留守
	　

公休
	学校
	○
	　公休
	準夜
	学校
	ＣＤ留守
	○
	○
	○
	


 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜患者様連絡事項＞

· 三浦　一男様～昨日準夜帯に経管栄養中にむせ込みあり、排痰時にアイソジェン嘔吐さ

　れています。努力呼吸、顔色不良、チアノーゼあり酸素飽和濃度50～60％

台で経過。当直医指示にて酸素療法開始しています。以降37～38℃台の発熱見られています。体動活発で夜間不眠で経過しています。本日田名部Ｄｒ診察ありレントゲン検査にて肺炎と診断されています。食事・内服薬止め、点滴24時間キープの指示あり。（11時と18時に抗生剤入り点滴を実施）酸素療法継続中です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　本日日勤帯では発熱無く経過し、痰鳴も聞かれていません。ベット柵につかまり身体を動

かされています。点滴の抜去、酸素マスクのとり外しの恐れがある為注意し見守りしていま

す。午前に長男奥様、午後にご本人の奥様面会に来られており、田名部Ｄｒより長男奥様に

病状説明されています。今後の治療に関しては主治医検討中です。

呼吸状態、チアノーゼ、バイタルサインの観察を行ってください。

· 橋本　万様～田名部Ｄｒ診察にて利尿剤7日分継続処方となっています。浮腫の状態観　　

　　　　　　察し、ベットで休んで頂く際は下肢の挙上を忘れずに行っていきましょう。

・　野里　朝子様～田名部Ｄｒ診察にて先日の採血のデータ確認、利尿剤（現在服用中とは　　　　

別の種類）追加処方となっています。浮腫の状態観察し、ベットで休んで頂く際は下肢の挙上を忘れずに行っていきましょう。また排尿の際に腹圧をかけていますが、腹圧のかけ方により膀胱内から上手く排泄されない場合がありますので注意しましょう。

· 浜中　トキエ様～昨日岸原病院受診し、検査の結果総胆管結石の疑いとの診断受けてい　　

ます。本日眼球はありませんが、顔面にわずかに横染みられています。全身の発赤著明にあり、臀部から下肢にかけて表皮剥離みられています。発熱・発赤疹の理由についてはわからないとの事でした。昨日より皮膚症状の内服薬、軟膏塗布の指示あります。本日より精神症状の内服薬処方となっています。食事は止め、点滴療法継続中です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　本日田名部Ｄｒ診察にて皮膚状態悪化している事から、明日（6月8日）玉井皮膚科受診となっています。玉井皮膚科受診後、結果を踏まえ、今後の治療方針を検討するという事でした。病院を出発する際に次男様に連絡して下さい。次男様は直接玉井皮膚科に向かわれる事になっています。洗濯物も持参し、渡して下さい。

皮膚状態、バイタルサインの観察を行ってください。

＜勉強会＞

· 本日のテーマは「認知症患者様への対応」です。その前に高齢者を理解する為に時代背景を含め高齢者の立場、考え方について勉強します。

昭和5年以前に誕生された方

　　　価値観…少年期　「長幼の序」が基本（大家族・父権主義）

　　　　　　　青年期　「長幼の序」の喪失

　　　　　　　老年期　「長幼の序」の逆転

　　　社会　…少年期　戦争体験

　　　　　　　青年期　戦争体験を引きずる

　　　　　　　老年期　寿命世界一

　　　経済　…少年期　戦争前夜

　　　　　　　青年期　統制経済から復興

　　　　　　　老年期　福祉の向上

　　　生活　…少年期　質素な生活

　　　　　　　青年期　飢餓体験・倹約

　　　　　　　老年期　倹約・物を大切にする

といった時代背景を踏まえた生き方をされています。過去の経験が生かされない世代といえます。年をとる事で「立場」を失い「役割」を果たせなくなった高齢者の思いは想像に難くありません。深い寂寥感と喪失感とともに、自分が若い頃に接してきた老人のありさまと今老いて見る自分の姿の乖離に「こんなはずじゃなかった」と思っているに違いないのです。その事を理解し、接していく事が大切だと考えられます。

· 次は「コミュニケーションの方法について」です。

人を大切にするという事は共感の意を相手に伝えることにほかなりません。相手の気持ちがわかったという事をきちんと伝えて初めて共感といえます。それはコミュニケションによってなされます。言語的・非言語的信号を上手く発しながらコミュニケーションをとっていきましょう。

